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【方法】腎生検で IgA 腎症と診断された 142 例において、45 種類のレクチンに結合する尿
中糖鎖を定量化した。アウトカムは年間推算糸球体濾過量 (eGFR) の低下が
4ml/min/1.73m2/year 以上または 3 年以内の eGFR 30%低下もしくは末期腎不全(ESRD)と
し、ロジスティック回帰分析によりアウトカムに関連する尿中糖鎖を検索した。
【結果】観察期間は 3.4 (interquartile range [IQR]: 2.2-5.2)年で、アウトカム発生数は 26
例(18%)であった。多変量ロジスティック回帰モデルでアウトカムに有意に関連していた尿
中糖鎖は Erythrina cristagalli lectin (ECA)結合糖鎖(オッズ比 2.84, 95%信頼区間 1.11-
7.28, p=0.03)と Narcissus pseudonarcissus lectin (NPA)結合糖鎖(オッズ比 2.32, 95%信
頼区間 1.11-4.85, p=0.03)で、特異的糖鎖はそれぞれ Galβ1-4GlcNAc、High-Mannose 
including Manα1-6Man であった。 










アウトカムに有意に関連していた尿中糖鎖は Erythrina cristagalli lectin(ECA)結合糖鎖（オ
ッズ⽐ 2.84，95％信頼区間 1.11-7.28，ｐ＝0.03）と Narcissus pseudonarcissus lectin(NPA)
結合糖鎖（オッズ⽐ 2.32，95％信頼区間 1.11-4.85，ｐ＝0.03）であり、特異的糖鎖はそれ




Novel urinary glycan profiling by lectin array serves as the 
biomarkers for predicting renal prognosis in patients with IgA 
nephropathy 
(レクチンアレイによる新規尿中糖鎖プロファイリングは、IgA 腎症患
者の腎予後予測バイオマーカーである)
